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市立小樽美術館 
〒047-0031 小樽市色内 1 丁目 9 番 5 号  

TEL:0134-34-0035 

市立小樽美術館 1 階研修室 
要観覧料 一般 700 円・市内高齢、高校生 350 円・中学生以下無料 

定員 50 名様 お申込み（tel 0134-34-0035） 
※聴講には特別展観覧券をお求めください。 

 

特別展「海猫屋の時代」 記念講演会 
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１９４８年／北海道小樽市に生まれる 

１９６０年／中学高校大学 スキー部に所属 

全日本スキー選手権出場後に引退 

１９６４年／日本料理に興味を持ち料理の世界へ 

帯広天ぷらの「はげ天」にて日本料理の道を進む 

１９７０年／実家である（株）海鮮問屋樺商入社 

１９７１年／樺商内にて天ぷら食堂を開店 

１９７６年／海猫屋開店準備を手伝う 

１９７９年／有限会社海猫屋 代表取締役に就任 

１９８０年／有限会社魚藍館北方舞踏派 取締役就任 

１９８２年／日本建築学会会長 清家清氏「日本近代建築総覧」にて 

認められる 

１９８６年／村松友 氏により『海猫屋の客』出版 

１９８７年／大駱駝艦 麿赤児らとアメリカ公演に参加(ロサンゼル 

ス、ニューヨーク、ボストン、カナダ、オタワ） 

１９８８年／海猫屋にて「増山誠 祭暦」舞踏家としてソロを踊る 

１９８９年／シアター海猫屋から、レストラン海猫屋へと改装する 

１９９５年／北海道新聞に５年間にわたりエッセイを掲載 

１９９７年／海猫屋２０周年を東京下北沢にて開く 

発起人として、作家・村松友 、椎名誠、俳優・田中 

健、勝野洋、女優・木の実ナナ、石田ひかり、大リー 

グ・パンチョ伊東、舞踏家・麿赤児、東京テレビアナウ 

ンサー・八塩圭子、プロスキーヤー・岡部哲也 

２００１年／小樽市堺町通りにフレンチレストラン ユーロダイニン 

グをオープン 

２００坪のレストラン内にシングルモルトバー「種」、 

カフェレストラン「風」（ふう）を同時にオープンする 

２００５年／読売新聞経済欄マイウェーに「海猫屋 増山誠」上中下３ 

日間にわたり掲載 

２０１６年／海猫屋を閉店、海猫屋の４０年に全てを出し切った 

２０１７年／小樽市寿司屋通りに otaru dining NO NAME をオープン 

２０２０年／詩画集『遊 捨て聖 一遍上人 踊り遊ぶ』（響文社）刊行 

増山誠 深夜の海猫屋の2階で 

舞踏公演中の増山誠 
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